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1)中 国汽車貿易指南編委会編r中 国汽車 貿易指南」経済 日報出版社,1991年,14ページ。
2〕 中国汽車1.:業史編輯部1中 国汽車工栄 専業 則 人民交通出版社,1996年.496ペー ジ。































第4表 陜西省にある主な自動車メーカー 障 位:台 〉
メ ー カ ー 名 設 立 年 主要製品 生 産能 力
陳西 第二汽車製造廠 1953 改 装 車 ..一3,000
宝 鶏 市 車 両 廠 1958 農用輸 送車 5,1ひ0
陳 西 汽 車 製 造 総 廠 1974 重 型 トラ ック
西 安 軽 型 汽 車 廠 1983 ノ母 ス 300
西 安 市 客 車 廠 1962 バ ス
満 城 県 汽 車 改 装 廠 1972 改 装.申
陳 西 漢 中 客 車 廠 1937 改 装 車 300
延安 汽車工業総公司 1958 改 装 車 2,2〔)0




1981農 用 三 輪 車
1985乗 用 車 組 立
70年代初期
iOQ









ユ970 550 112 230
1971 797 223 300




1976 803 35 170
1977 990 202 .254
1978 LO68 210 130
吊所:映 西省機電 設備公 司内部資料 より作成。




























両の配分について前者は物資部(中 国機電設備総公司)で,後 者は地方 レベル
56(148)第167巻 第2号
の機電設備公司で管轄され,中央集権 と地方分権が同時に自動車の流通過程に





従 とする」戦略がとられ,生 産財価格の二重制,す なわち.「双軌制」5〕が登場
した。それに伴い物資の配分方法は指令牲計画,指 導制計画,市場調節の3つ
に分かれた。自動車は計画配分の枠外での流通が初めて認められたのがこの時








処(販 売部)を 設置 していたけれども,鎗菖処の業務は国家配分計画によって
車両を配送.p,代金を回収 しただけであったため,1968年9月には錆魯処を廃
止 し,輸送弁公室を設置 した。1979年まで第一汽車製造廠は80万台以.ヒの自動
車を生産 したが,自 社で販売した車は一台 もなかった。このような状況下で,
メーカー綜錆筈部門を作 り始め,市場経済に適応しようとし,第一汽車製造廠
も1979年に錆魯処 を再 び設置 した。
5)「 双軌制」 は生産財価格の二重制のこ とであ り,す なわ ち,同 じ生産財は国によ り決めた計画
価格 と生産者が 市場に基づいて決めた自由価格が同時に併 存する ことを指す。




議ηの期間中に,計画部分さえ達成で きず,さ らに契約 した分 もキャンセルが
続出したため,第 一汽車製造廠の在庫が増大 した。第一汽車製造廠はこれを
きっ.かけに市場流通の重要性を十分認識 し,同年に錆魯公司を設立 した。 しか
























年 生 産 計 画 (万台) 指令性分配計画 (万台) 比 率(%)
1982 15,200. 14,036 92.3
1983 18,430 14,646 79.5
1984. 24,700 14,414 58.3
1985 39,110 IS.235 30
1986 43,187 15,570 36.1
1987 36,500 13,440 36.8
1988 41,542 14,000 33.7
1989 50,920 11,3〔}0 22.19
出所:中 国汽車貿易指南編 委会r中 国汽車貿易指南」経済 日報出版社,1991年。
第7表1980年分.ヒ海汽車工業総公司完成車配分状況.〔 単位=台〕
計ト .画 内 計 画 外
配 分 先
乗 用 車 2tトラ ック 救 急 車 乗 用.車 2tトラ ック 4tト ラ ック





上海第一機電工業局 5 187 1,500 900
晦 汽車工業錆僖公司 ユ,100 500 300



























































.この結果,自 動車の流通販売の大半はメーカーの責任領域 とな.つた。 しか し当
時,メ ーカーは錆魯部門を設立 した直後で,全 国的な販売網を持 っていなかっ
たため,従 来の自動車流通企業を利用せざるを得なか った。 と同時に84年以降
の景気過熱を背景 とし,緊急に輸入された7万台の車両を販売するために,国
家が市場を調節すべきという考えの下で,1985年に入ると,北京 ・上海 ・落






ら多大な利益が得 られたため,多 くの企業が自動車販売に参入 した。これらの
企業の多 くは,自動車産業や流通とは無関係の中央各部や地方政府,各種団体
などが金 もうけのために設立 したもので,中 には計画配分の権利書や販売契約
書,受 取 り表等を売買する会社 もあった9}。ではなぜ,.自動車のような販売,
.修理に.一定の技術力を要する商品の流通販売に多 くの会社が容昂に参入できた






8}中 国汽車貿易指南編委 会編,前 掲書,17ペー ジ。
9〕 この ような会社 は 「皮 包公.司」 と呼ばれ,品物 を持 たず に鞄一つで書類の売買 をした。1980年








体させ,上 記の6つ の自動車交易市場を.含め,さ らに天津 ・広州で新設された
二つの子会社も含めた中国最大の自動車専門の流通企業である中国汽車貿易総
公司が設立された。中国汽車貿易総公司は残存する自動車にかかわる指令性計
画にもとつ く配分を引き継げ,設 立 レた年の販売台数は中国全体の8.2%を占
め,次 の年に11.9%に.あが り,その後減少 し,今現在は存続の危機に直面して
いる1%
可能ならば,本来この時点で政府が 自動車販売を完全に自由化し,多数の企
業に販売権を与え,そ うした市場 メカニズムを利用 して自動車流通の調整を進











10)中国汽車工業 史編輯部,前 掲書,498ペー ジ。.













のや り方は自然に継承された。他方,こ の時期にメーカーは流通 ・販売に資金,
設備,人 員を投入し,独自で.市場を開拓 しようと努めていたが,.資金 も設備 も








1985年と88年の経済過熱期 による自動車需 要拡大期 と,そ の後の引締政 策に
よる縮小期 の両方 を経験 した メー カーは.,自社販売網 を構築す ることこそが成
功す るための よ り重 要 な要 因であ る ことを認識 し,1980年代後 半か.ら,メー
カ「は自社販売網 の構築 に乗出 した。.しか し,当 時 自動 車 は物資 としての性格
が強 く残 っていた ので,.メー カーは全面 的に自社系列の流通販売 ルー ト.の構築
し
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に移行す る こ.とが で きず,販 売 台数の大半 はや は り従来 の 自動車 流通企業 に
頼 って販売 してい.た。
ところが,ユ993年に経 済過熱が再 び発生 し,翌94年後半に引締 政策を実施 さ
れた時,.計画配分が機能 しな くなったため,従 来の 自動車流 通企業 は車両 を積
極的 に買い取 って くれなか った。 メー カーは従来の流通企業 に頼れ な くな り,
自力 で流通体 系 を築か ざ るを得 なか った.し たが って,95年 になって各 メー
カー は自らコン トロールので きる流通経路の構 築が盛 んに.なった。 しか し,資
金 も販 売人材 もノウハ ウ も十分ではなか った メーカーが,短 時 間のうちに独 自
の力で全 国 をカバーで きる販売網 を構 築す るこ とは不可能で あ った。 そ こで
メー カーは100%出資 の自社販 売子会社の設立 に加 えて,実 力 のあ る既存 の流
通企業 と組 んで,合 弁企 業を作 る方法 を選択 した。 ここで言 う合 弁企業 には聯
営,聯 合公司13}の2種類 があ り,い ずれ も自動車 メー カーの選択 によ って作 ら
れ,自 社製品だけを専売す る販売会社であ り,基 本的には他 の メーカーの製品
は販売 しない。他 方,経 営不振 に陥 った流通企 業は,メ ーカーの系列 に参加す
ることによ り大 きなメ リッ トを見出す ようにな ったので,メ ーカーの要請 に積
極的に応 じた。 ここで一つの大 きな変化に注意 して欲 しい。す なわち,1980年
代 後半から90年代始 め頃 にか けて設立 した聯営公司 の出資比率は,メ ー カー と
従 来の流通企業がそれぞれ5⑪%ずつであ ったが,そ の後,メ ー カー側が55%,
流通企業側が45財を出資す るように改 められた。 この ことは,メ ーカー剣 は合
弁企業 の持 ち株比率 を高 くす ることによって,.合弁企業へ の支配力 を強 めるこ
とを意味 してい る。さ らに合弁企業 に対 して,役 員派遣,販 売 ・財務情況審査
な どを通 じて,合 弁企業 を 自社 の支 配一ドに置 こうと した。 これ.ら.に加 えて,
1999年5月に大手乗 用・車 メーカー上海大衆 汽車有 限公 司 の国内総 デ ィス トリ
ビュー ターである上海汽車工業鏡筥総公 司は新 たに特許経錯簡認定制度1帥を採
.
12)聯営,聯 合公 司については,劉 芳 「転換 期にお ける中国の 自動車流 通システム」r9済論叢』
第164巻第3号,1999年9月を参照。
13)特許経錆商制度 については.劉 芳 「ヒ海汽 車による流通経 路改革の模索 」『経済論叢』 第165巻
第5・6号,2000年5・6月を参 照。
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用 し,.フラ.ンチ ャイズ ・システムを自社 の流通経路に導入 した。
このよ うに,1990年代後半か ら有力 メーカーに よる自社 流通経路 の構築 およ
び コン トロールが,多 様化 され た 自動車流通経路のなかで主流 とな り,従 来の
流通企業 に よる自動車 の流通販売 は衰退 し,物 資配分経路 を継承 し多段階 に
な っていた流通経路 は崩壊 し始 めた。政府大手流通企業3社 はいずれ も経営苦
境 に陥 り,新 たな事 業戦 略を試行 してい る14)。しか し,抜 本 的なシステム全体
の改革 と転換 を行 うことは短時間で は困難で ある。 したが って,多 段 階の流通
経路は崩壊 し始めてい るが,暫 くの間 まだ存続す るであ ろうL5)。すなわち,現
在の中国 自動車流通販売 システムは,一 方で流通経路の多段階 を克服 し,メ ー
カー → デ ィー ラー → ユ ーザーの ような シンプルな流通経路が出現 している
が,他 方,依 然 と して多段 階を とって いる流 通経路 もあ る。 しか し,各 大 手
メーカーは 自社流通経路 の整理 を積極 的に行 ってお り,多 段階の流通経路は単








かかわ らず,自 動車流通経路の多段階が維持 され,さ.らに延長された6改革開
放の初期段階において,従 来の自動車流通企業が依然 として自動車流通の主な
担い手であったので,流 通経路の多段階は崩壊するどころか,多 く.の流通企業
14)政府大手流通企業についての検討 は別稿 に譲 る。




の 自動車流通 への参入 によって 層 複雑 にな った。このよ うに形成 された多段
階の流通経路 は メーカー主導の流通経路の形 成によって,崩 壊 し始めてい るけ
れ ども,今 なお残存 してい る。
第二,物 資 配分体制 を継承 した 自動車の流 通経路 は,計 画配分 の比率が少 な
くなった後 に も計画経済時の配分経路を使 い,卸 売 と小売 の未分離 をもた らし
た。すなわ ち,上 級楼閣か ら下級機関への配分は卸売,上 級機 関は一級店,ド
級機 関は二級店,三 級店,四 級店へ と変わ った。
第三,計 画経済時,.自動車の配分を担当 した物資部 門はどの.メー カーの車両
も配分 したので,併 売制の源流 もやは り物資配分体制 にあった。.メー カ ーとの
合弁会社 はほ とん ど合弁先 メー カーの製品を専売 するけれ ど も,流 通段階が多
段 階であるため,下 の段階へ行 けば行 くほ ど,専 売制が崩れ て行 き,末 端の販
売店は基本 的に どのメーカーの車両 も販売す ることが可能で ある。
第四,今 日の中国.自動車流通 システ ムに見 られる多段 階,卸 売 と小売の未分
離,併 売制 とい う基本的特徴 は,計 画経 済か.ら市場輝 済へ の転換期 において避
けられない事態で あ り,こ の ような段階を経 ておかないと,先 進国 のような流
通経 路に辿 らないであ ろ う。
